
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

英語と数学において少人数（習熟度別）指導
の実施。

英語・数学の苦手な生徒を減らし，10点未
満の生徒をなくす。

実施結果 定期考査毎 C B
２学期期末では減少に転じ、目標達成に向けた改善が見られた。
引き続き少人数（習熟度別）指導で苦手層の学習意欲を維持・向
上させたい。

A

少人数授業への対応に感謝しており、成果が数値で
はっきり示されるため評価しやすい。少人数なら自分
に合ったレベルの問題に取り組めて全員にメリットが
大きい。点数だけに振り回されず、ミスを解決する楽
しさを身につけてほしいという思いがあり、今後にも
期待している。

全国学調やチャレンジテストにおける各教科
の結果。

各調査の結果で大阪府平均を上回る。 各テストの結果 実施結果 A A
1年生のチャレンジテストでは国英、２年生では国数理英で平均を
上回った。

A
大阪府の平均を上回る程度ならよいと思う。
来年度にも期待します。

授業や行事などの取り組みを通して、主体的
に取り組む力の育成。

授業やテストで各自が小さな目標を持ち，
達成する。学校アンケートで個人評価80％
以上

学校教育アン
ケートやテスト結
果など

随時 A A
「最後までやりとげて嬉しかった」90%
全学年を通してほとんどの生徒がいろいろなことに主体的に取り
組んでいる。

A
生徒と教師が一体となって行事に取り組んでおり，全
体として「やりとげる力」が高く評価されている。全般
的にとてもよい雰囲気が感じられる。

●★小中９年間を見通した見据えたグランド
デザインを基にしたカリキュラムマネジメント
についての研修を行う。

「小中９年間を見通したカリキュラムマネジ
メントについて職員が共通認識を持つ。」
肯定的評価80％以上

学校教育アン
ケート

年度末 B B

「小中９年間を見通したカリキュラムマネジメントについて職員が
共通理解をもつ」において７８％である。小中９年間を見通したカ
リキュラムマネージメントについて、小中両方の教員が共通認識で
きるようにするのが難しく、小中共に年間指導計画の改善点など
を一緒に考え、小学校と中学校のさらなる連携をしていきたい。

B

小中で重視点は異なり共通の見通しは難しいが、生徒
の成長を踏まえた連携が重要。先生方の研修などの
取り組みは保護者にとって安心で、9年間の成長を支
えるための努力がうかがえる。

●★研究授業を年２回以上行う。また，「質問
の工夫」について研修を受け、生徒の思考力
を刺激する授業展開になっているかを多方面
から議論し、授業改善につなげる。

”「質問の工夫」について研修を受け刺激さ
れた””各学年の生徒の学びに対する意識
を刺激できるような質問の工夫ができて
いる””各学年の授業を参観し，自分も得る
ものがあった”肯定的評価80％以上

学校教育アン
ケート

年度末 B B

「学校は研修に取り組んでいる」７８％「授業改善に積極的に取り
組んでいる」85％と平均81.５％である。研究授業等を通して，
日々の授業の中でも授業改善を行うために様々な工夫を行って
いる。

B
指導の難しさもあるがこのまま努力を続けてほしい。
研究授業にも熱心に取り組んでおり、その積極性と成
果を評価したい。

●中学校を英語検定の準会場として英検受験
への障壁を軽減する。また，CBT受験も推奨
していく。

英語検定の受験者数が昨年度比95％以
上および合格率80％以上

英語検定の結果 随時or年度末 B B
今年度も昨年度と同様に２回目の受験者数が大幅に減少してい
るが、日程の設定問題も影響している。しかし、CBTでの受験が
増加しているので、英検受験に対する関心は高いと思われる。

B
受験者・合格者数が増えているのは良い傾向であり、
英検の受験者数が全体として減っていても、CBT方
式での受験が増加しているのであれば問題はない。
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基本的な生活習慣を軸に心身
の健康を保持し、学習への意
欲を高める。

朝の遅刻、時間を大切にする意識を高める。
睡眠時間と朝ごはんの大切さを保健の授業や
集会などで啓発していく。

「学校へ遅刻することなく登校している。」
「毎朝、朝ご飯を食べる」各項目肯定的評
価80％以上
「毎日の睡眠時間」６時間以上85％以上

学校教育アン
ケート

年度末 A A
それぞれ「遅刻をしない」遅刻８７％　　「朝ごはんを食べる」９２％
「睡眠時間６時間以上」８３%である。学年が上がると塾などによ
り睡眠時間が減る傾向あり。

A

生徒の遅刻や朝食・睡眠などの生活習慣が改善され
ず課題となっているため、基本的な生活習慣を身に
つける生徒を増やしたいと感じている。一方で、先生
方の指導は生徒に定着してきているとも感じる。

道徳の時間を要として，他教科と関連させな
がら，計画的に道徳の授業を実施する。また
教員全員が道徳授業を実施する。

「道徳・人権学習は自分のためになると思
う。」昨年（89.5パーセント)に引き続き，
肯定的評価80％以上

A A
「道徳・人権学習は自分のためになると思う。」８4％と目標値は上
回っているが，昨年度より５.５％減少している。

A
アンケート結果は減少傾向にあるものの、依然として
良好で素晴らしい。道徳的価値観など非常に重要な
内容なので、今後もこの教育を大切に続けてほしい。

学期ごとにいじめアンケートを実施し，気にな
る生徒に対して教育相談を実施する。

「生徒の悩みや相談を丁寧にきいてくれ
る。」の肯定的評価80％以上

B B

「生徒の悩みや相談を丁寧にきいてくれる。」生徒評価は78％，保
護者評価は７０％であった。

A

保護者評価より生徒評価が高いことには大きな意味
があります。
悩みを打ち明けられる先生の存在や、丁寧な教育相
談が生徒に伝わっているからこそ生まれた評価だと
思う。

学年だより、学級通信、学校ホームページ等に
おいて学校の取り組みの様子を積極的に情報
発信する。

「学校だより、学級通信、学校ホームページ
で学校の様子がよくわかる」の肯定的評価
80％以上

学校教育アン
ケート

年度末 A A 「学校の様子がよくわかる」８２％である。 A
発信が丁寧で、ホームページも頻繁かつ迅速に更新さ
れているため、学校の様子がよく伝わり助かってい
る。

仕事の計画性と効率化を図り、時間外滞在時
間を減少させる。

時間外滞在時間が年間720時間を超える
職員をなくす。

管理職が把握 年度末 B B
１月末現在，年間７２０時間超過水準にかかる可能性のある職員数
は４名である。昨年度より減少傾向にある。

A
指導が難しい状況の中で超過勤務の方が減っている
のは良いこと。先生方が大変そうなので、全市的にさ
らに改善が進むことを願っている。

堺市立　　津久野中学校

校長　　　　中曽　一彦

・小学校9年間を見通した教育
活動の質の向上に向けたカリ
キュラム・マネージメントを推
進
・生徒が「なぜだろうと考え続
ける力」を伸ばす授業を展開
する。
・英語検定試験へのチャレンジ

 令和7年度　重点目標
 
 『子どもたちが自分の良さや可能性に気づき，多様な他者と協同しながら，社会の変化に柔軟に対応できるよう，保護者・地域・学校が一体となり総合的な学力を育成する』

中
項
目

2学期中間まで　数学（３年）は増えている。
英語（２，３年）は２学期少し増えた。

９月に実施した３年チャレンジテストで各教
科（国以外），平均を上回った。
国語は全国学調では大阪府平均

授業
の改
善

・基礎学力の定着
・習熟度別少人数授業の充実
・自ら課題を見つけ、主体的に
学ぶ力の育成
・課題解決できる力の育成

基礎
学力
の定
着

信
頼
さ
れ
る
学
校

・ホームページ・tetoruからの
情報発信。
・時間外滞在時間の減少。
・３小学校1中学校の連携。
・地域の幼稚園やこども園と
の連携。

「学校は研修に取り組んでいる」７８％「授業
改善に積極的に取り組んでいる」85％と平
均81.５％である。

「小中９年間を見通したカリキュラムマネジメ
ントについて職員が共通理解をもつ」におい
て７８％である。

12月2日現在
「学校の様子がよくわかる」８３％である。

受験者数は前年度を上回り、受験者合格率
は1回目58%、2回目49%であった。今年
度も２回目が中間テスト後で受験者が少な
かった。

達成状況(年度末)

評価時期

大
項
目

具体目標

自己評価

12月２日現在
「最後までやりとげて嬉しかった」で９３％で
ある。

進捗確認
（～11月）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

評価方法

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

12月2日現在
「学校へ遅刻することなく登校している」
92％「朝ご飯を毎朝食べている」91％「睡
眠時間6時間以上」88％である。

確かな学びの現状
各家庭が本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき，落ちついた環境で概ね静謐な教育活動が展開され，大半の生徒
は積極的に授業に参加し，前向きに学習に取り組んでいる。また，授業ではＩＣＴも活用しながら探究的な学びを実現し，主
体的に学習に取り組む子どもの育成につとめている。
　例年，全国学習状況調査や大阪府チャレンジテストにおいても一定の水準を保っている。
　本校は英検の準会場として年２回に受験をする機会があり，年間１００名以上が受験している。

豊かな心・健やかな体の現状
津久野中学校の生徒は学校行事、地域祭礼など、行事全般に対して互いに協力して真剣に取り組む姿勢が顕著である。また、生徒会が中心となり、「あいさつ運動」や「生徒心得」の見直し等を行っている。各部活動が盛ん
でり、部活動を通して、豊かな心・健やかな体を育んでいる。遅刻、欠席が常習化している生徒に対しては、家庭連絡を密にし、早寝早起き、朝食摂取の奨励など基本的生活習慣の改善を促している。人間関係の悩みを抱え
ている生徒に対してはスクールカウンセラーと連携し、課題の解決に努めている。また、教室に入りづらい生徒に対しては、無理のないペースで個別に学習に取り組めるように別室を設ける等、学校全体で不登校生徒への
きめ細かい支援に努めている。
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学校関係者評価

中学校区におけるめざす子ども像  ・「確かな学び」:他者の意見を聴き自分の考えを広げたり深めたりすることができる子ども  /・「豊かな心」 :正しい人権意識を持って行動し，自他の良さを認め合うことが
できる子ども / ・「健やかな体」:心身の健康をはぐくみ，自他の生命を大切にできる子ども

確
か
な
学
び

判断基準
（評価のものさし）

校長より(年度末)
【確かな学び】自分で考え，他の生徒と一緒に学びを深める生徒の姿が見られ,校内研修の成果として主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業づくりができた。
【豊かな心・健やかな体】授業はもちろん，文化的・体育的行事での生徒主体の活動や仲間づくりを育む取組をさらに充実させたい。また，道徳授業や人権学習・いじめア
ンケートなどから子どもの声に耳を傾け，より丁寧な教育相談を充実させたい。
【地域協働】開かれた学校を目指し，tetoruや学校ホームページ等を活用し，積極的に情報発信を続けることができた。時間外滞在時間の減少は，減少傾向にあるもの
の教員一人ひとりが意識をもって取組み続けていきたい。
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学校教育アン
ケート

年度末
・道徳授業の実施と人権教育
の充実

学校関係者評価者から(年度末)
　教育環境が大きく変わる中でも、温かい計画と指導で子どもたちを育てている先生方に敬意を感じる。行事で生徒を応援し見守る姿に感動し、学校運営にも特に問題はなく、校長先生
をはじめ教職員の努力が成果として現れていると感じている。

12月2日現在
7名が720時間超過水準にかかる可能性が
あり，昨年度の12名より大幅に減少はして
いるが，9名が時間外８０時間を超えてい
る。

12月2日現在
「道徳・人権学習は自分のためになると思
う。」８３％である。

12月2日現在
「生徒の悩みや相談を丁寧にきいてくれ
る。」生徒評価は8４％であるが，保護者評価
は７１％である。


